
                        令和３年８月３１日 

             畜 産 振 興 部 

 

令和３年上半期における食肉（牛肉・豚肉・鶏肉）の 

需給予測のかい離状況等について 

 

 

畜産振興部においては、需給動向、価格動向等を総合的に把握するとともに関係者へ

提供していく取組みの一つとして、牛肉、豚肉及び鶏肉の生産量、輸入量、出回り量、在

庫量について予測を行い、機構ＨＰにて公表しているところです。 

今回、令和３年上半期における予測結果と実績とのかい離について検証を行いました。

かい離は突発的な要因を含め様々な要因がありますが、今後とも、データの蓄積を行い

つつ要因分析を継続するとともに、用いるデータを多様化する等、予測精度の向上に努

めて参りたいと考えております。 

 

１．予測手法 

・前月予測：予測を実施した月の翌月の生産量等の月間の数値を予測したもの。 

・当月予測：予測を実施した月の生産量等の月間の数値を予測したもの。 

 

（１）牛肉 

・出荷頭数：（独）家畜改良センターの個体識別情報（トレーサビリティ情報）に

より、予測月から牛の平均飼養期間を遡って出生頭数を集計し、飼

養期間中の事故等を勘案して予測。 

・生 産 量：出荷予測頭数×月別枝肉重量×７０％（部分肉換算率）。 

・輸 入 量：機構が実施している輸入動向検討委員会における輸入見込み数量。 

・出回り量：過去の月別出回り量の実績値を基に、ＡＲＩＭＡ（自己回帰和分移

動平均）モデルを使用して予測。 

・在 庫 量：以上の予測値に基づいて、｢期首在庫量＋生産量＋輸入量－出回り量

＝期末在庫量｣で在庫量を算出。なお、当月予測の期首在庫量は、機

構が実施している食肉等保管状況調査から算出している。 

 

（２）豚肉 

・出荷頭数：令和元年６月までは、直近及び過去のと畜頭数実績等を考慮して予測。

なお、元年７月以降は、農林水産省「肉豚生産出荷予測」の予測頭数を

使用し、必要に応じて補正。 

・生産量、輸入量、出回り量、在庫量：牛肉と同じ。 

 

（３）鶏肉 

・生 産 量：ブロイラー、成鶏、地鶏について、最近の生産量の傾向、過去の月別

生産量の実績、え付けひな羽数等を考慮して予測。 

・輸 入 量：日本食肉輸出入協会が実施している輸入動向検討委員会における輸入

見込み数量。 

・出回り量、在庫量：牛肉と同じ。 

 



２．実績 

・出荷頭数：農林水産省「食肉流通統計」 

・生 産 量：（独）農畜産業振興機構「牛肉需給表」、「豚肉需給表」、「鶏肉需給表」 

・輸 入 量：財務省「貿易統計」 

・出回り量：（独）農畜産業振興機構「牛肉需給表」、「豚肉需給表」、「鶏肉需給表」 

        （期首在庫量＋生産量＋輸入量―期末在庫量＝出回り量） 

・在 庫 量：（独）農畜産業振興機構「牛肉需給表」、「豚肉需給表」、「鶏肉需給表」 

 

３．実績とのかい離の状況等（グラフ参照） 

 ○ 生産量 

牛肉については、牛の飼養期間が比較的長いこと等もかい離が生じる要因である

が、おおむねかい離は小さかった。 

豚肉については、おおむねかい離は小さかった。 

鶏肉については、おおむねかい離は小さかった。 

 

○ 輸入量 

牛肉については、米国等からの入船遅れに加え、日米貿易協定のセーフガード発

動を見越した通関調整の動きや、月末月初の通関時の為替レートに合わせて、月を

跨いで通関を調整する動きが一部であったこと等から、かい離の大きい月があった。 

豚肉については、北米からの入船遅れの影響や、日欧ＥＰＡ、ＴＰＰ１１及び日米

貿易協定の関税率の引き下げを見越して通関を繰り越す動きが想定よりも大きかっ

たこと等から、かい離の大きい月があった。 

鶏肉については、流通遅延の影響に加え、国内での高病原性鳥インフルエンザ発

生に伴う輸入鶏肉の需要増を見込んだ輸入業者の買い付けの一時的な増加や中食需

要の増加等に伴う輸入量の増加等から、かい離の大きい月があった。 

 

○ 出回り量 

各畜種とも、ＡＲＩＭＡモデルが過去の実績値を基にその移動平均を統合して予

測することから、ある程度、季節トレンドに沿った結果となっているものの、新型コ

ロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）拡大に伴う需要の変動等により、それぞれ

かい離の大きい月があった。 

 

○ 在庫量 

各畜種とも、「期首在庫量＋生産量＋輸入量－出回り量＝期末在庫」で推計してい

るため、これらの数量にかい離が生じた月においては、結果として在庫量にも一定

のかい離が生じた。また、当月予測の期末在庫量が前月予測の期首在庫量となるた

め、当月予測の期末在庫量にかい離が生じた場合、前月予測のかい離にも影響する

ことから、当月予測と前月予測のかい離が生じた月もあった。 

 

 



予測と実績のかい離の状況について（牛肉）

（単位：千トン）
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前月予測 当月予測 実績

・生産量については、牛の飼養期間が比較的長いこと等もかい離が生じる要因であるが、おおむ

ねかい離は小さかった。

※グラフの前月予測と当月予測にほとんど差が無いため、重なって見えることに留意されたい。

・輸入量については、米国等からの入船遅れに加え、日米貿易協定のセーフガード発動を見越し

た通関調整の動きや、月末月初の通関時の為替レートに合わせて、月を跨いで通関を調整する

動きが一部であったこと等から、かい離の大きい月があった。

・在庫量については、前月末在庫を基準とし、生産量、輸入量、出回り量の差引により算出して

いる。

・よって、それらの予測にかい離が生じた月については、結果的に在庫量のかい離も大きくなる。

・出回り量については、ＡＲＩＭＡモデルにより、過去の実績値を基にその移動平均を統合して予

測することから、ある程度季節トレンドに沿った結果となっているものの、新型コロナウイルス感

染症（COVID‐19）拡大に伴う需要の変動等により、かい離の大きい月があった。

検証範囲



予測と実績のかい離の状況について（豚肉）
（単位：千トン）

0

50

100

150

200

250

令和
2.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 3.1 2 3 4 5 6

出回り量

0

20

40

60

80

100

120

140

令和
2.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 3.1 2 3 4 5 6

生産量

0

30

60

90

120

令和
2.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 3.1 2 3 4 5 6

輸入量

0

50

100

150

200

250

令和
2.1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 3.1 2 3 4 5 6

在庫量

前月予 当月予測 実績

・生産量については、おおむねかい離は小さかった。

※グラフの前月予測と当月予測にほとんど差が無いため、重なって見えることに留意された

い。

・出回り量については、ＡＲＩＭＡモデルにより、過去の実績値を基にその移動平均を統合して

予測することから、ある程度季節トレンドに沿った結果となっているものの、新型コロナウイル

ス感染症（COVID-19）拡大に伴う需要の変動等により、かい離の大きい月があった。

・輸入量については、北米からの入船遅れの影響や、日欧EPA、TPP11及び日米貿易協定

の関税率の引き下げを見越して通関を繰り越す動きが想定よりも大きかったこと等から、か

い離の大きい月があった。

・在庫量については、前月末在庫を基準とし、生産量、輸入量、出回り量の差引により算出

している。

・よって、それらの予測にかい離が生じた月については、結果的に在庫量のかい離も大きく

なる。

検証範囲



予測と実績のかい離の状況について（鶏肉）

（単位：千トン）
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・生産量については、おおむねかい離は小さかった。

※グラフの前月予測と当月予測にほとんど差が無いため、重なって見えることに留意され

たい。
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・輸入量については、流通遅延の影響に加え、国内での高病原性鳥インフルエンザ発生に

伴う輸入鶏肉の需要増を見込んだ輸入業者の買い付けの一時的な増加や中食需要の増

加等に伴う輸入量の増加等から、かい離の大きい月があった。
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・出回り量については、ＡＲＩＭＡモデルにより、過去の実績値を基にその移動平

均を統合して予測することから、ある程度季節トレンドに沿った結果となっている

ものの、新型コロナウイルス感染症（COVID‐19）拡大に伴う需要の変動により、か

い離の大きい月があった。
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・在庫量については、前月末在庫を基準とし、生産量、輸入量、出回り量の差引により算出

している。

よって、それらの予測にかい離が生じた月については、結果的に在庫量のかい離も大きく

なる。

前月予測 当月予測 実績 検証範囲
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